
が
赤
字
に
な
る
場
合

※
農
業
以
外
の
所
得
が
あ
れ
ば
、

農
業
所
得
の
赤
字
を
ほ
か
の
所
得

と
損
益
通
算
で
き
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。

※
国
保
税
の
軽
減
な
ど
、
収
入
や

所
得
に
よ
り
判
定
さ
れ
る
制
度
の

対
象
と
な
る
方
は
、
住
民
税
の
申

告
が
別
途
必
要
で
す
。

例
…
仮
渡
金
計
算
書
、
精
算
書
、

出
荷
伝
票
、
請
求
書（
控
）、
領
収

書（
控
）、
預
金
通
帳
、
家
事
消
費

し
た
農
産
物
の
数
量
・
金
額
の
根

拠
、
農
作
業
手
間
賃
な
ど
雑
収
入

の
分
か
る
も
の

例
…
農
業
用
資
材
、
水
利
費
、
土

地
改
良
費
の
領
収
書
な
ど
、
購
買
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　平
成
十
八
年
産
か
ら
農
業
経
営

者
の
方
は
、
実
際
の
収
入
金
額
か

ら
必
要
経
費
を
差
し
引
く
方
法
に

よ
り
、
農
業
所
得
金
額
を
計
算
し

申
告
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　な
お
、
申
告
書
類
（
収
支
内
訳

書
）
に
記
入
す
る
金
額
の
科
目
は

左
表
の
と
お
り
で
す
。
収
支
の
分

か
る
書
類（
伝
票
、
領
収
書
な
ど
）

は
表
を
参
考
に
し
て
整
理
し
、
来

年
の
申
告
（
平
成
二
十
年
二
月
か

ら
三
月
）
に
備
え
ま
し
ょ
う
。

　原
則
と
し
て
、
収
支
計
算
に
よ

る
申
告
が
必
要
で
す
が
、
次
の
場

合
は
農
業
所
得
収
支
内
訳
書
を
提

出
し
な
く
て
も
差
し
支
え
あ
り
ま

せ
ん
。

●
家
事
消
費
・
親
戚
な
ど
へ
の
販

売
し
な
い
米
（
縁
故
米
）
の
み
の

場
合

●
収
支
計
算
の
結
果
、
農
業
所
得

農
業
所
得
の
申
告
に
は

収
支
計
算
が
必
要
で
す

農
業
所
得
の
申
告
に
は

収
支
計
算
が
必
要
で
す

農
業
所
得
の
申
告
に
は

収
支
計
算
が
必
要
で
す

◆農業所得の主な記帳内容◆農業所得の主な記帳内容◆農業所得の主な記帳内容
各科目ごとに収支の書類を整理していただくと、申告の際に便利です。

ー
収
支
に
か
か
わ
る
書
類
の
整
理
を
ー

農業所得の申告は、実際の収入金額から必要経費を差し引
く、収支計算により申告していただくことになります。
農業所得の申告は、実際の収入金額から必要経費を差し引
く、収支計算により申告していただくことになります。

収支計算の算式収支計算の算式

総収入金額 － 必要経費 ＝ 所得金額総収入金額 － 必要経費 ＝ 所得金額

利
用
代
金
明
細
書
・
小
作
料
の
領

収
書
、
農
業
用
資
産
の
納
税
通
知

書
（
農
業
用
事
業
資
産
の
固
定
資

産
税
・
軽
自
動
車
税
）

【
問
い
合
わ
せ
先
】

市
役
所
税
務
課
市
民
税
係

☎
〇
七
七
一
|
六
八
|
〇
〇
〇
四

各
支
所
地
域
総
務
課
総
務
係

　
　
　八
木

　四
二
|
二
三
〇
〇

　
　
　日
吉

　六
八
|
〇
〇
三
〇

　
　
　美
山

　六
八
|
〇
〇
四
〇

園
部
税
務
署
個
人
課
税
第
一
部
門

☎
〇
七
七
一
|
六
二
|
一
〇
一
九

収
入
金
額
の
分
か
る
書
類

必
要
経
費
の
分
か
る
書
類

農
業
所
得
収
支
計
算
説
明
会
を
開
催
し
ま
す

　十
二
月

　四
日（
火
）
南
丹
市
美
山
文
化
ホ
ー
ル

　十
二
月

　六
日（
木
）
南
丹
市
園
部
公
民
館

　十
二
月
十
一
日（
火
）
南
丹
市
八
木
公
民
館

　三
階
大
集
会
室

　十
二
月
十
二
日（
水
）
南
丹
市
役
所
日
吉
支
所

　市
民
ホ
ー
ル

※
開
催
時
間
は
、
い
ず
れ
の
会
場
も
午
後
一
時
三
十
分
か
ら
午
後
三

時
ま
で
で
す
。

お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い

参考事項

参考事項

左記以外は減価償却の対象

※記号番号は、収支内訳書の番号です。科目ごとの合計額を内訳書に記入することとなります。

科    目

科    目

具体的な計算方法等

具体的な内容

1.収入となるもの

2.必要経費となるもの

作業受託収入、補助金、共済金などについてそれぞれ区分ごとに計算します

収 

　入

経

　
　
　
　
　
　
　
　
　費

そ

　の

　他

　の

　経

　費

農業用借入金に係る支払利息

上記以外の費用で農業に関連して支払う費用（農業の専門誌、事務用品代など）

作業衣、長靴などの購入費用

水稲、家畜などに係る共済掛金、価格損失補てんのための負担金など

出荷の際の梱包費用、運賃や市場などに支払う手数料

子牛、子豚、ひななどの取得費（引取運賃、種付費などを含みます）

肥料の購入費用

飼料の購入費用（餌代など）

常雇、臨時雇人などの労賃

農業用の土地、建物の借用料、小作料、農機具などの賃借料、農業用施設利用料

土地改良事業の受益者負担金や客土費用

農業に要した電気、ガス、水道料金や灯油、重油、ガソリンなどの燃料費

種子、苗類、種芋などの購入費用

取得価格が１０万円未満または使用可能期間が１年未満の農具の購入費用

自家用（贈答用を含む）および事業用（雇用費の現物支給など）に消費した
数量に、収穫時の通常他に販売する価格を乗じて計算します

農産物の種類ごとに１年間の販売金額（消費税、手数料などを含む）を合計
します

農具、農業用自動車、農業用建物や施設などの修理に要した費用（車検代含
む）。大修繕は含みません

ビニール、むしろ、縄、釘、針金、ロープ、くい、防風寒資材など諸材料の
購入費用

農薬の購入費用や共同防除費など。家畜用薬剤の購入費用や家畜の診療費、
保健衛生費など

農業用建物、農機具、農業用車両などで取得価格が１０万円以上で使用可能期間が１年
以上の固定資産の償却費（国などから補助金を受けて購入した場合は、購入価格から
補助金相当額を控除した額が取得価格となることがありますのでご注意ください）

農業に関連して納付すべきこととなった税金や賦課金
（例）租税…固定資産税（土地、建物、償却資産）、自動車税、自動車取得税、自

動車重量税、不動産取得税
　　　公課…水利費、農業組合費など

耐用年数を経過したもの
は計上できません

金額、性質によっては減
価償却費

１０アール当たり１万円未満
の場合は全額経費対象

売上から差し引かれている場
合は、経費計上すると二重計
上となるのでご注意ください

所得税、住民税、国保税、国
民年金掛金、罰金などは必
要経費になりません

家事やレジャー使用は対象外

生命保険などは対象外

販 売 金 額

家事消費など

雑 収 入

雇 人 費

小作料・賃借料

減 価 償 却 費

利 子 割 引 料

租 税 公 課

種 苗 費

素 畜 費

肥 料 費

飼 料 費

農 具 費

農薬衛生費

諸 材 料 費

修 繕 費

動力光熱費

作業用衣料費

農業共済掛金

荷造運賃手数料

土地改良費

雑 費

元金の返済額は対象外です

平成19年産米概算金単価

①

②

③

⑧

⑨

⑩

⑫

㋑

㋺

㋩

㋥

㋭

㋬

㋣

㋠

㋷

㋦

㋸

㋾

㋻

㋕

㋡


